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 
本研究は､ 統合失調症と診断されている発病後４年以内の当事者 (以下､ 当事者) の病気とのつきあい方を明らかに
することを目的とした｡ 研究方法は質的研究方法を採択し､ 高知女子大学看護学部倫理審査委員会の承認を得て､ デー
タ収集・データ分析を開始した｡
研究対象者は発病後4年以内の当事者 (以下､ 当事者) 11名であり､ データ収集は半構成面接を用い､ データは質的帰
納的に分析したものである｡
結果からは､ 当事者は1) 違和感を捉え困惑する行動､ 2) その時その時の苦しさから逃れようとする行動､ 3) 医療者
任せでレールに乗せてもらおうとする行動､ 4) 他者とのつながりから逃避する行動､ 5) 客観的に病気を見ていく行動､
6) 病気にならないような生活を作り上げていく行動､ 7) 自分自身の在り方をしっかり保とうとする行動､ を経て8) 病
気を持った自分に希望をもつ行動へ至り､ 健康的な病気行動を習得していることが明らかになった｡ 当事者は､ 防衛機
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Ａ 男性 20代後半 １回 ２年 あり １年11ヶ月 独居
Ｂ 女性 20代後半 ２回 １年９ヶ月 あり 11ヶ月 家族
Ｃ 男性 20代後半 １回 ３年 あり １ヶ月 家族
Ｄ 男性 20代前半 １回 ３年 あり ４ヶ月 家族
Ｅ 男性 30代前半 １回 ２年10ヶ月 なし 約２年半 家族
Ｆ 女性 20代前半 １回 ３年５ヶ月 なし ２年11ヶ月 独居
Ｇ 男性 30代前半 １回 １年６ヶ月 あり １年４ヶ月 家族
Ｈ 女性 20代後半 １回 １年10ヶ月 なし １年８ヶ月 家族
Ｉ 女性 30代前半 １回 11ヶ月 あり 10ヶ月 家族
Ｊ 女性 10代後半 １回 ６ヶ月 あり ３ヶ月 家族












り､ その時､ 困るというか､ おかしくなる｡ 振




















































































語りがあった｡ また､ ｢穏やかでない時は､ 一
人でどっかにいきます｡ 人と関わりあいを避け














































らいらしてしまうし､ なんか､ 睡眠は､ すごく
大事です｡ (ケースＢ)｣ ｢寝てない時､ 体調が


























スＦ)｣ と語り､ 症状が出現してきても､ あわ
てず､ 冷静になる行動がみられた｡ また､ ｢音
が聞こえない部屋に行ったり､ 音楽を聴いて聞
こえないようにしたり､ 甘いものを食べて気を
紛わしたり (ケースＢ)｣ ｢家事手伝い､ 食事を
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考える｡ 当事者は､ 生活の中で [違和感を捉え










をベースに ｢自分の在り方｣ 自体が揺れ､ ｢生






基本的な領域 (精神構造､ 自尊心､ 親和性､ 身
体機能､ および将来の見通し) さえも脅かされ
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